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【資料 1】　研修項目一覧



    82

大
項
目
　
　
　
　
　
　
				
			中
項
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
項
目

Ⅰ 　 外 国 人 児 童 生 徒 教 育 事 始 め

Ⅱ 　 外 国 人 児 童 生 徒 を

受 入 れ る こ と が 決 ま っ た ら

受
講
者

学
校
種

小
学
校

中
学
校

管
理
職

一
般
教
員

1
年
未
満

経
験
あ
り

3
年
未
満

3
年
以
上

分
散

集
住

日
本
語

学
級
担
当
者

日
本
語

指
導
員

行
政
関
係
者

在
籍
学
級

担
当
者

職
能

教
員
経
験

日
本
語
担
当
経
験

地
域

1
施
策
/受
入
れ
の
歩
み
と
現
状

①
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
歩
み

○
△ △

△ △

△
△ △ △ △ △△ △△

△
△ △ △ △ △

△ △
△

△

△ △

△ △
△

△
△

△
△△△

△△ △

△
△

△ △
△

△

△

△ △
○

○ ○
○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○
○

○
○

○

○ ○ ○
○

○○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○
○

○
○

○
◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎
△

△△△

△△△

△◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎
◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎◎
◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
◎

◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎
◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎

①
外
国
人
児
童
生
徒
の
母
国
・
母
文
化
に
つ
い
て

②
地
域
・
学
校
で
の
受
入
れ
の
歩
み

③
担
当
者
の
役
割

④
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
の
重
要
性

②
生
育
歴
/学
習
歴
	

①
児
童
生
徒
の
行
動
と
そ
の
背
景

②
児
童
生
徒
に
接
す
る
姿
勢

③
支
援
の
必
要
性
と
意
義

④
日
本
人
児
童
生
徒
へ
の
働
き
か
け

①
日
常
会
話
と
学
習
言
語
能
力
に
つ
い
て

②
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語

③
言
葉
の
獲
得
と
考
え
る
力
の
発
達

①
日
本
語
が
で
き
な
い
保
護
者
へ
の
対
応

①
受
入
れ
の
手
続
き

②
学
校
と
し
て
の
準
備

③
学
級
と
し
て
の
準
備

①
保
護
者
に
知
ら
せ
る
こ
と

②
保
護
者
か
ら
聞
き
取
る
こ
と

2「
子
ど
も
理
解
」
の
た
め
に

3
児
童
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り

1
児
童
生
徒
と
保
護
者
の
日
本
語
の
力

2
学
校
側
の
事
前
準
備

3
保
護
者
と
の
や
り
と
り

4
外
国
人
児
童
生
徒
に
と
っ
て

			「
日
本
語
で
学
ぶ
」
と
は

○ ○ ○○

○
○ ○○ ○

○ ○ ○○

○
○ ○○

○ ○

○
○ ○○ ○

○

○

○
○ ○

○

○

○
○ ○

○
○

○

○
○ ○ ○ ○

○
○

○
○

○

◎ ◎ ◎

◎
○ ○

○ ○
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大
項
目
　
　
　
　
　
　
				
			中
項
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
項
目

Ⅲ 　 学 校 生 活 に 適 応 す る た め に Ⅳ 　 よ り よ い 学 び の た め に

受
講
者

学
校
種

小
学
校

中
学
校

管
理
職

一
般
教
員

1
年
未
満

経
験
あ
り

3
年
未
満

3
年
以
上

分
散

集
住

日
本
語

学
級
担
当
者

日
本
語

指
導
員

行
政
関
係
者

在
籍
学
級

担
当
者

職
能

教
員
経
験

日
本
語
担
当
経
験

地
域

1
学
校
生
活
を
知
る

①
学
校
の
施
設
に
つ
い
て

②
編
入
し
た
児
童
生
徒
へ
の
働
き
か
け

②
日
程
・
時
程
・
行
事
に
つ
い
て

③
学
校
の
き
ま
り

①
学
級
の
児
童
生
徒
へ
の
働
き
か
け

①
「
サ
バ
イ
バ
ル
日
本
語
」
指
導
の
目
的

②
指
導
の
方
法

①
学
び
の
場
づ
く
り

②
教
具
・
教
材
の
選
定

②
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
の
形
態

①
指
導
に
関
わ
る
人
々

③
時
間
割

2
友
達
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く
り

3
簡
単
な
意
思
表
示
が
で
き
る
よ
う
に

2
指
導
の
体
制
づ
く
り

1
環
境
づ
く
り

○ ○ ○
○

○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○
○○

○
○ ○

○
○ ○ ○

○
○ ○

○ ○

○ ○

○

◎ ◎
◎

○ ○ ○ △△ △△△ △

△

△△ △△△
△ △△ △△ △△

△ △ △ △△△△ △△

△ △ △ △△△△ △

△ △ △
△△△△

△△△
△

△△△

△△△

△
△△ △△

△

△
△

△ △△△ △△

△ △△△ △

○ ○○

◎
◎

◎
◎

◎
◎ ◎ ◎

◎

◎

○

○
○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○
○ ○

○ ○ ○ ○

○
○ ○

○ ○ ○○

◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎
◎

◎

◎ ◎
◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎◎

◎
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大
項
目
　
　
　
　
　
　
				
			中
項
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
項
目

Ⅴ 　 実 際 の 指 導

Ⅵ 　 将 来 に

　 　 向 け て

Ⅶ 　 連 携

受
講
者

学
校
種

小
学
校

中
学
校

管
理
職

一
般
教
員

1
年
未
満

経
験
あ
り

3
年
未
満

3
年
以
上

分
散

集
住

日
本
語

学
級
担
当
者

日
本
語

指
導
員

行
政
関
係
者

在
籍
学
級

担
当
者

職
能

教
員
経
験

日
本
語
担
当
経
験

地
域

1
授
業
づ
く
り
の
基
礎

①
実
態
把
握
と
目
標
設
定

○

○
○ ○

○ ○
○

○ ○ ○ ○ ○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○
○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

◎
△ △ △△ △ △

△ △ △△ △△

△ △ △△

△

△ △△△
◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎◎
◎

◎
◎

◎ ◎

◎ ◎

N
A

N
A

N
A

N
A

N
A

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎
◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎

◎

◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎
◎ ◎

◎

◎

◎◎

◎

①
日
本
語
指
導
の
基
本

②
指
導
計
画

③
評
価

④
指
導
記
録
の
方
法

②
授
業
づ
く
り

①
言
葉
の
力
と
教
科
学
習

②
授
業
づ
く
り

①
日
本
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と

②
入
学
試
験
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と

①
進
路
と
職
業
選
択

①
学
級
担
任
と
の
連
携

②
管
理
職
か
ら
の
支
援

③
職
員
間
の
連
携

④
日
本
語
学
級
担
当
者
と
の
連
携

①
日
本
語
指
導
員
と
の
連
携

②
教
育
委
員
会
・
他
校
と
の
連
携

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
N
PO
、

　
国
際
交
流
協
会
な
ど
の
情
報

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
特
別
支
援
、

　
学
童
保
育
施
設
な
ど

②
大
学
・
研
究
機
関

2
日
本
語
指
導

3
教
科
学
習

2
児
童
生
徒
の
将
来

1
校
内
の
連
携

2
学
校
外
と
の
連
携

3
専
門
家
と
の
連
携

1
日
本
の
学
校
・
入
試
制
度

○ ○ ○○○ ○
○

○ ○

○○
○

○

○ ○ ○○○ ○
○

○

○ ○

○ ○○

○○ ○ ○ ○○ ○ ○○

○

○
○

○

○

○
○

○○ ○ ○ ○

○

○ ○

○

○

○○ ○ ○

○
○

○ ○

○

○ ○

○

◎
◎

◎

△△△△△△△ △ △ △

△△△△△△△ △ △

△
△△△△△△

△ △

△△

△ △
△

△
△△△△ △△

△

△△△ △△

△

△
△△△△△△△

△
△

△
△△

△

△ △△
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【資料 2】　プログラム作成用ワークシート

「4章プログラム作成例」で使用したフォーマットです。
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(1）実態把握

地域の特性

ニーズ

地域のリソース

研修の位置づけ

受講対象者

研修回数・時間

その他

検索結果

選択理由

１
　
現
状
把
握

２
　
企
画
・
立
案

３
　
項
目
選
択
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(2）全体計画

研修形態 対象 内容・方法・講師・評価

内容：

方法：　　　　　　

時間：　　　　　　

講師：

評価：

内容：

方法：　　　　　　

時間：　　　　　　

講師：

評価：

内容：

方法：　　　　　　

時間：　　　　　　

講師：

評価：

研
修
１

研
修
２

研
修
３

(3)　研修プログラム

研修 1

時間配分 内容

趣旨説明と講師紹介

研修計画 備考
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研修２

研修３

時間配分

時間配分

内容

内容

趣旨説明と講師紹介

趣旨説明と講師紹介

研修計画

研修計画

備考

備考
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【資料 3】　研修評価のアンケート例と評価の観点

評価は、研修の有効性を把握するために不可欠です。
ここでは、参考として、東京学芸大学国際教育センターが
実施している外国人児童生徒教育に関わる研修会で
使用しているアンケート用紙を掲載しますので
参考にしてください。
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　　【事前に配布し、Ⅰの部分は記入しておいてもらう。】

　　Ⅰ　研修の前に

①　現在の課題

②　今日の目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと

　　【研修実施後に記入する】

　　Ⅱ　今日の研修について 4段階で評価してください。

①　あなたの研修目標は達成されましたか。

　「達成された」「概ね達成された」「達成されない部分があった」「まったく達成されなかった」

　　　　４　　　　　　３　　　　　　　　　　２　 　　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】それはどのような点ですか？

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

②　各研修内容はあなたにとって役に立つものでしたか。

●講義１

　「たいへん役立った」「かなり役立った」「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」

　　　　　４　　　　　　　　３　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】それはどのような点ですか？

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

●講義 2　　　　　　　　　

　「たいへん役立った」「かなり役立った」「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」

　　　　　４　　　　　　　　３　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか？

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

●実践報告

　「たいへん役立った」「かなり役立った」「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」

　　　　　４　　　　　　　　３　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか？

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕



    91

●分科会　　　

　「たいへん役立った」「かなり役立った」「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」

　　　　　４　　　　　　　　３　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか？

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

●全体会　

　「たいへん役立った」「かなり役立った」「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」

　　　　　４　　　　　　　　３　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか？

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

③次の点について、今日の研修は満足のいくものでしたか。

　　　　　　　　　　　「たいへん満足」「概ね満足」「満足できない部分があった」「不満」

　全体のプログラム　　　　　４　　　　　　３　　　　　　　　　２　　 　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　日程・時間設定　　　「たいへん満足」「概ね満足」「満足できない部分があった」「不満」

　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　３　　　　　　　　２　　　　　　　　　１

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　講師　　　　　　　　「たいへん満足」「概ね満足」「満足できない部分があった」「不満」

　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　３　　　　　　　　　２　　　　　　　　　 １

　【２と１を選んだ方へ】　それはどのような点ですか

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　Ⅲ　今後の研修に向けたアンケート

　①　今回の研修はどのようにしてお知りになりましたか。

　②　ご感想をお聞かせください。

　　Ⅳ　差し支えなければ、ご所属等について一番近いものをお選びください。

　①お立場　　　日本語学級担当常勤教員　　　　　一般学級担当教員　　　　　　管理職　

　　　　　　　　指導主事　　　　　　日本語指導非常勤講師・支援者　　　　　　その他

　②学校種　　　小学校　　　　中学校　　　　両方　　　　その他

　③外国人児童生徒指導経験　　　3年未満　　　　　　3年以上　　

　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました
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【研修のアンケートのまとめの観点】

参考資料の研修のアンケートについてその意図とまとめる際の観点を示します。

1. 研修前のアンケートの記入について

　研修の前に、「現在の課題」を 3つに整理して記入してもらいました。また、「今日の目標」を記入してもらう

ことで、研修参加者が自分の目当てを確認できるようにしてあります。研修の成果についても、自分の目標との

関連で評価できるようにします。参加者がどのようなニーズがあるかを「現在の課題」から把握でき、次の研修

に生かすことができます。

2. 結果について

　この研修が、自分の設定した目標との関連で、どの程度それが達成されたかを 4段階で把握しました。このこ

とで自由記述だけでなく全体の平均値が算出できるようにしました。

　次に、この研修で行った 2つの講義と実践報告、分科会、全体会についてどの程度役に立つものかを、「たいへ

ん役立った」「かなり役立った」「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」の 4段階で評価を求めました。

これについても平均値が算出できるようにしました。ただ、この項目については、研修プログラムの企画・立案

する際に、検索で選択した項目（「日常会話と学習言語能力」「第二言語としての日本語」、あるいは「サバイバル

日本語指導の目的」など）について、どの程度理解できたかといった項目にすることもできます。講義中心の場

合は、研修項目として選択した項目について、「よく理解できた」「まあまあ理解できた」「あまり理解できなかっ

た」「理解できなかった」といったように 4段階での評価をもとめることもできます。研修のねらいに応じて工夫

してください。

　アンケートの 3問目に、この研修について、「全体のプログラム」「日程・時間設定」「講師」の 3つの側面につ

いて「たいへん満足」「概ね満足」「満足できない部分があった」「不満」の 4段階の評価を求めました。もちろん、

この尺度は 3段階（「満足」「どちらともいえない」「不満足）で行うこともできます。

　「あまり役立たなかった」「まったく役立たなかった」と「満足できない部分があった」「不満」と回答した受講

者にはその理由を尋ねています。自由記述のため、かつ時間が限られているため記入しない受講者も多いと思い

ますが、その回答数は少なくても次の研修を企画する際に参考にしたいものです。

3. アンケートをどう生かすか

　研修終了後、できるだけ早く、アンケートを整理するようにしましょう。ここでは、各項目の平均値を出すよ

うにしているため、A4で 1枚程度にまとめることができます。関係者に配布するとともに、そこから次年度にむ

けた課題をだすようにしたいものです。その際、参考になるのが自由記述であり、そうした内容を精査して、次

年度、ないし次回の研修に生かすようにしたいものです。
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【資料 4】　研修項目の検索システム
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東京学芸大学国際教育センターのホームページ上で、必要な研修項目を検索することができます。

検索方法は「◎○の項目」と「◎の項目のみ」の２種類です。

お問い合わせ

国際教育センターのトップページ（http://crie.u-gakugei.ac.jp/）から検索画面に入ることができます。

東京学芸大学国際教育センター

	Tel.		042-329-7727

	Fax.		042-329-7722

	メールアドレス　infocrie@u-gakugei.ac.jp


